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を行う場面を取り上げた。この会話名の中の JF は女性で、JM は男性である。総会話時間は
約 88 分で、1会話の平均時間は約 18分である。 
表 1 会話の概要 
番号 会話名 会話時間（分：秒） 発話数（男性・女性） 
１ 258-17-JF110-JM038 23:14 325（男性 180・女性 145） 
２ 259-17-JF111-JM039 17:12 224（男性 92・女性 132） 
３ 260-17-JF112-JM040 15:00 249（男性 113・女性 136） 
４ 261-17-JF113-JM041 16:25 379（男性 147・女性 232） 
５ 262-17-JF114-JM042 16:25 172（男性 78・女性 94） 






ける 1 回目の先行発話は 1A、2 回目は 2A、ｎ回目はｎA と表記する。 C は反論で、当該会





表 2 反論が現れた発話文のタイプとコーディング 
記号 形式 例 
D 直接的な反論 direct expression いやいや、いやあ、とは思わない etc 
C 接続詞 conjunction でも、だって、ただ、けど etc 
IS 疑問文 interrogative sentence  でしょ?じゃない、じゃん、ないじゃない etc 
F フィラー filler なんか、えーと、あのー、まあ etc 
SFP 終助詞 sentence final particle ね、よね、けど、さ、かな etc 
L 笑いの共起 laugh  
• D は直接的な反論である。「いやいや」、「とは思わない」などのことばや形式を含む。 
• C は接続詞である。本研究では主に逆説の接続詞「でも、だって」などを対象とする。 
• IS は疑問文である。「でしょ？じゃない、じゃん、ないじゃない」などを含む。 




























117 JM040 そう?、あんまないでしょ,,  5C  IS  
118 JF112 =な<い>{<}?。    
119 JM040 <そ>{>}ういうのって    
120 JF040 うん。     
121 JM112 あ、ほんとに?。     







  SFP 































































































































































5 JF110 じゃあ、今まで得だったことは何?、男で。    
6 JM038 男で得だったこと?=。      
7 JF110 =生きてきて得だったこと。    
8 JM038 えーそんなことってあるのかな。    
9 JF110 だって、比べないもんね、あんまり。 1A    
10 JM038 んん。  1C  
11 JM038 でも&,,  1C  C 







14 JF110 何で?。    
15 JM038 だって&,,  1C  C 
16 JM038 さ&,,    SFP 
17 JM038 男ってやっぱやんちゃじゃん、みんな。    IS 
18 JF110 んー。    
19 JM038 そいでいたずらとかをして(んー)、まあ&,,  1C  F 
20 JM038 先生によく怒られるでしょう?。    IS 








23 JF110 んー、んー。    
24 JM038 でも&,,  1C  C 
25 JM038 女性の場合は、女子学生は違うでしょ?。    IS 
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